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応じた障害者職業訓練の訓練効果の評価

東京障害者職業能力開発校　三宮　康彰

1 ．はじめに

東京障害者職業能力開発校（以下「当校」という）
は，一般の職業訓練施設では受講が困難な障害者を
対象とする国立都営の職業能力開発施設であり，身
体的および知的・精神的な事情に配慮しながら，そ
れぞれの生徒の能力に適応した訓練を実施してい
る。

近年，共生社会の実現に向けて障害者の法定雇用
率の引上げや雇用支援策の強化が進み，令和 7 年度
の厚生労働省検討会報告においても，多様化する求
職障害者の動向とニーズの把握，障害特性に応じた
きめ細かな訓練，重点的な受入対象範囲の拡大，就
職支援・定着支援の強化等が今後の方針として示さ
れている。加えて，障害者訓練の受講者構成は，身
体障害中心から精神・発達障害中心へと大きく変化
しており，訓練現場では，障害特性に応じた細やか
な訓練指導や就職支援の必要性が急増している。

そこで本稿は，精神・発達障害者に特化した職業
訓練科目における訓練と支援の実践事例の検証を通
じて訓練効果の評価を行い，障害者職業訓練が今後
より高い水準で役割を果たしていくための方向性に
ついて考察する。

2 ．職域開発科の概要と特色

平成17年の障害者雇用促進法改正および，翌年 4
月から精神障害者が障害者雇用率の算定対象に加え
られたことによる，精神障害者と企業双方の職業訓

練へのニーズの高まりを背景として，当校では平成
20年に精神障害者の受入れを試行的に開始，平成25
年には精神・発達障害者に特化した職域開発科を開
設した。科目の概要は表 1 のとおりである。

表 1 　職域開発科の概要

訓練種別 短期課程 6 か月　障害者訓練

定　　員 10名

総時限数 680時限

訓練対象
精神障害者保健福祉手帳所持者および，医
師から統合失調症・躁うつ病・てんかんの
診断を受けた者（発達障害者も該当）

訓練目標

生徒が障害への理解・認識を深めることで
自らにふさわしい職業選択を行い，社会適
応能力と専門的技術・技能を習得すること
で，就職および職場定着を目指す

当科の最大の特長は，一般的な職業訓練のように
専門的技術・技能の習得だけを目指すのではなく，
職業選択と社会適応能力の習得を本格的に訓練内容
に組み込んでいる点にあり，特色を整理すると次節
からの 5 項目にまとめることができる。

2.1　社会適応能力訓練
既往調査では，精神障害者は他障害に比べて職場

定着が難しく平均勤続年数が短く，離職理由として
人間関係や症状悪化など社会適応面の課題が多いこ
とが示されている。このため当科では，総訓練時限
の41％を社会適応能力訓練に充て，専門的技術・技
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能訓練と並行して実施している（図 1 ）。
訓練は，問題解決技法やグループワーク，ソーシ

ャルスキルズトレーニング（SST）といった手段を
通じて，障害理解や不調時の対処，コミュニケーシ
ョンや協調性など， 職業準備性に関する能力の習

得・向上を目指すものである（図 2 ）。単に知識と
して教えるだけでなく，目標設定と実践体験，振り
返りという PDCA サイクルを繰り返すことで，職
場で表面化しやすい困りごとに備える点に特徴があ
る。

図 １ 　職域開発科の訓練の内訳と流れ
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2.2　訓練導入期の技術体験とアセスメント
当科では，入校後およそ1.5か月を訓練導入期と

位置付け， 6 時限を目安とした短時間訓練により生
活環境の変化による負荷を軽減し，通校の安定化を
図っている。そのうえで，パソコン作業や軽作業な
ど多様な職業体験を行う「技術体験」を実施する。

生徒は，体験を通じて興味の有無や得意・不得意
を実感し，自分にふさわしい職業選択について思考
を深める。一方，職員は就労可能性を見据えながら
各作業場面を注意深く観察し，技能面・社会適応面
の能力，適性，障害特性を見極めるアセスメントを
行う。導入期の終わりには，生徒は得られた経験に
基づき，自らにふさわしい職業に就くための訓練コ
ースとユニットを選択する（図 3 ）。

図 3 　訓練コース・ユニットの選択から選択実技への
流れ

2.3　個別指導による専門的技術・技能訓練
導入期終了後，生徒は産業や企業のニーズに即し

た専門的技術・ 技能の習得を目指す訓練へ移行す
る。コースとユニットの選択後は，生徒一人ひとり
がそれぞれ異なるカリキュラムで個別訓練を行う。
一般的な一斉訓練とは異なり，個別指導のもと，自
分のペースで取り組める安心感の中で，小さな成功
体験を 1 つずつ積み重ねながら自信を形成し，就職
に必要な職業スキルの習得と向上を目指す点が重視
されている。精神・発達障害者にとって，速度や量
を一律に競わせるより，適切な難易度設定のもとで
成功経験を重ねることが，自己効力感の形成と訓練
継続の双方に重要である。

2.4　個別ニーズに対応した就職支援
精神障害者が就職先で長く働くためには，生徒が

社会適応能力を身に付けるだけでなく，本人の希望
条件，障害特性，必要な配慮に適合した働き方や職
場環境を見つけることが不可欠となるため，当科で
は生徒一人ひとりに応じた就職支援を行う。 支援
は，就職そのものがゴールではなく，就職後に無理
なく働き続けられるかという観点に立ち，本人の希
望条件や将来ビジョンの聞き取りから始め，障害者
就労現場の見学等で就労イメージの形成や就職意欲
の喚起を行いながら，応募書類作成や面接，職場体
験実習を積み重ね，就職および職場定着へと繋げて
いる。

2.5　専門的技法による指導・支援
職域開発科では，精神・発達障害者に対して効果

的な訓練を行うため，担当職員が専門知識や理論に
基づく専門的な技法により指導・ 支援を行ってい
る。具体的な技法は以下の 5 つである。

⃝　生徒との信頼関係の構築
　生徒がこの場に身を置いている事実を尊重し，話
し合いを重視しながら成長を助ける討議モデルでの
対応を意識し，傾聴だけでなく積極的な説明や助言
も行う姿勢で自立を後押しする。

図 2 　職業準備性ピラミッド
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⃝　自己効力感を高める
　小さな成功体験の積み重ねや仲間の成功体験に触
れられる環境を整え，劣等感や無気力を生む認知の
歪みを補正しつつ励ますことで，「自分にも克服で
きそうだ」という感覚を高め，新たな挑戦を可能に
する。

⃝　勇気づけ
　結果だけでなく過程における努力や頑張りに焦点
を当てた声掛けを行い，困難を克服する活力と目標
への自発的行動を引き出す。

⃝　問題行動場面における対処
　問題行動を肯定的な自己評価を維持・獲得しよう
とする行為と捉え，指導側は適切な距離で一貫した
姿勢で接する。自分の考え方や行動を変えることな
く，周りの人間を利用して自分の不快さをなくす，
負の循環を防ぎ，多様な視点を示しながら，本人が
自分自身で対処し社会と調和する行動をとれるよう
支援する。

⃝　共同への意識づけ
　周囲や他者との信頼や結びつきを感じられる共同
体感覚を得る体験を通じて，仲間への感謝やお互い
様の精神を養うことで，自分に価値があるという感
覚や課題に向き合う勇気の形成を促す。

3 ．実践事例の紹介

ここでは，当科の修了生の中から，個別性や特殊
性の極めて高い例外的な事例を除いた，多くの事例
に共通性の高い代表的事例について紹介する。 な
お，できる限り正確かつ客観的に訓練効果を評価す
る観点から，受講率の低い中途退校者や未修了者は
除外し，就職を果たした修了生と未就職となった修
了生の双方から事例の抽出を行った。

【事例 1 】失敗を恐れずチャレンジできる環境が自
己肯定感向上につながった例

訓練生Ａは注意欠如や多動傾向，短期記憶の弱さ
から間違いや物忘れが多かった。快活に見える表情
の裏で常に緊張し，自覚のない疲労やストレスを蓄
積しており，思い通りにならない状況では感情のコ
ントロールが難しい状況であった。

訓練では，メモ帳の活用等により間違い・物忘れ
対策を習慣化し，正確性や作業速度も向上した。訓
練環境への安心感から，積極的な取り組み姿勢や，
作業系での得意分野を増やす意欲が生まれ，物流・
サービスコースを選択し専門スキルを身に付けた。
また， 対人関係の苦手意識を克服するため，SST
で学んだ対人スキルの実地訓練として見学者応対を
段階的に実施し，最終的には訓練の説明を職員と共
同で行えるまでに成長した。

就職活動は個別支援により無理のないペースで進
め，職場実習で表面化した自己の課題についての面
談や対策訓練を繰り返すことで，修了後には希望す
る企業・職種への就職を果たした。信頼関係の構築
や小さな成功体験の蓄積により， 過度な不安や緊
張，対人苦手意識を大きく軽減することができた。

【事例 2 】自分のペースで課題に向き合い，体調に
合わせた働き方の理解が進んだ例

訓練生Ｂは中途障害者で，障害受容姿勢やコミュ
ニケーション能力の高さなどに関する職業準備性
は，入校時において既に高かったものの，完璧主義
傾向が強く，易疲労性のコントロールが課題であっ
た。

訓練では，体調管理行動の習慣化を優先し，自分
のペースで訓練できる環境を整えた。「 1 時間をめ
どに 1 回休憩」といった性質に合わせた緩やかなル
ール設定やタイマーの活用により，自分から休憩や
水分補給を申し出る訓練を継続的に行い，体調変化
と見通しを意識し，無理なく継続できる疲労コント
ロール方法を身に付けることに成功した。完璧にこ
なそうとして疲労感が出た際には，努力を認め目標
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ハードルを下げる助言を継続したことで，表情に余
裕が生まれ， 出席や履修を安定させることができ
た。

就職活動では，体調とのバランス面でマッチする
企業開拓から始め，応募書類作成や半日職場体験な
ど，体調変化に注意しながら無理のないよう支援し
た結果，特技を活かせる職種での就職に繋がった。
勇気づけにより完璧主義傾向を原因とする認知の歪
みが補正された結果，他者評価への過敏さや頑張り
過ぎが抑制され， 体調優先の働き方が可能となっ
た。

【事例 3 】認知の歪みへの気づきや障害特性の把握
を経て，精神的成長に至った例

訓練生Ｃは温和で真面目，主治医意見書でも就労
可能性が示されていたものの，人生への強い諦めと
自己否定，就職不安の訴えが訓練初期に毎日続き，
不安と緊張による慢性的疲労感や希死念慮の訴えも
あり， 訓練や就職活動を慎重に進める必要があっ
た。

訓練では，過去職場での負の体験が人生への諦め
の主要因であったため，就労中の修了生との面談を
通じて，障害者就労への安心感と期待感を持てるよ
うに，就職への動機づけから始めた。最も苦手な報
連相については，成果が見えにくい期間が長く続い
たが， 努力の姿勢を認める勇気づけを継続して行
い，日々練習を重ねた結果，大きな改善が見られ自
信の回復に繋がった。また，やり方を理解すればミ
スなくできる成功体験を積み重ねたことで，自発的
な行動や発信が増えていった。職場を想定した訓練
の中で， 報連相や復唱確認の習慣化に取り組みつ
つ，パソコンスキルの向上に努めた結果，実務レベ
ルのパソコン資格まで取得することができた。

企業での面接や職場実習を重ねるごとに，共同作
業や自己成長に積極的に取り組む姿勢が形成された
結果，修了後には希望する企業・職種への就職を果
たした。努力のプロセスを認めるフィードバックと
励ましが，固着した認知の歪みを緩め，疲労や希死
念慮の訴えを消失させると共に， 失敗を次に活か

し，周囲への感謝を示すまでの劇的な精神的成長に
繋がった。

【事例 4 】成功体験を積み重ねたものの，不安や囚
われが根強く就職活動を断念した例

訓練生Ｄは過去の職場でのトラウマ体験から，他
人への警戒心と恐怖心が強く，不安・緊張による疲
労や表情の硬さが目立った。表情が乏しく，相手の
立場や感情を理解することへの難しさがあるなど，
対人面の課題が大きく，障害や就職に向き合うこと
を回避したい様子も見受けられた。

訓練では，励ましを受けながらさまざまな作業に
取り組む中で，苦手意識を克服しようとする姿勢や
自信を取り戻していく様子が見られた。選択した事
務コースでは，苦手な報連相のスキルアップに取り
組み，パソコンスキルも向上させることができた。
また，イベント運営を通じた仲間との共同作業の中
で，練習を重ねて変化しようとする姿勢や，過去を
肯定的に捉え直そうとする意識の変化も見られた。

しかし，リクルートスーツの着用を契機に過去へ
の囚われが増大したことにより，就職への不安と消
極的姿勢が強まり，就職活動を前向きに進めたい思
いと不安で動けない感情の両面が現れるようになっ
た。最終的に，さまざまな体調不良の訴えや主治
医・家族の意見を理由として，訓練中の求職活動を
中止した。過去のトラウマ体験と就職に対する不安
の強い結びつきに対し，認知を変えて消化できるよ
う助言を続け，焦らず寄り添うことで，過去を前向き
に捉え直す発言や，対人面の課題に真摯に向き合う
姿勢の形成までは進んだが，就職には至らなかった。

【事例 5 】課題理解は進んだものの，病状悪化によ
り就職に結び付かなかった例

訓練生Ｅは前向きで助言も素直に受け入れる姿勢
を示す一方，相手との関係性によって二面性のある
言動や態度が見受けられた。入校時点で家庭内に問
題も抱えていたため，問題によりストレスが増大し
た場合の精神・行動面への影響が懸念されていた。
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訓練では，周囲の状況に合わせた適切な判断を行
うことへの難しさに対し，うまくできた点のフィー
ドバックや，状況確認に関する助言を積み重ねた結
果，周囲に失礼のない行動を意識できるようになっ
た。また，作業の目的ややり方の理解にズレが生じ
やすい特性上の傾向はあるものの，自ら確認してミ
スを修正し，前向きに取り組む中で，パソコン作業
や報連相，協調性に関するスキルも向上し成功体験
を積み重ねることができた。

就職活動は，生活リズムの安定とビジネスマナー
の習得を優先しつつ，障害者就労への理解と動機づ
けを目的とした企業面談からスタートしたものの，
家庭問題によるストレス増大で病状が悪化し，活動
は中断となった。前半に築いた信頼関係と成功体験
の蓄積はあったものの，被害意識への囚われが強ま
り，他責的言動や反抗，拒否が繰り返されるように
なった。職員が社会生活面での課題に向き合う姿勢
を一貫して示し続けた結果， 終盤には態度が軟化
し，社会性を意識した行動や仲間へ感謝を示す姿勢
も見られたが，残り期間が短く，十分な技能習得や
就職活動の再開には至らなかった。

4 ．事例分析による訓練効果の評価

紹介した事例をもとに，当科の特色 5 項目を対象
として分析・評価した結果を表 2 に示す。技術体験

（項目 2 ） と専門的技術・ 技能訓練（項目 3 ） は，
事例にかかわらず安定して効果を発揮しており，そ
れ以上に高い効果を示したのは社会適応能力訓練

（項目 1 ）と専門的技法による指導・支援（項目 5 ）
であった。一方で，個別の就職支援（項目 4 ）につ
いては，病状の不安定さ等により，支援段階に乗り
切れず効果が十分でないケースも確認された。

また，各事例を横断分析した結果，訓練効果が大
きく現れるケースには一定の共通性があることが分
かった。

第 1 に，訓練導入期から選択実技までを通じて，
失敗ができるという心理的安全性が確保されている
ことが，チャレンジ行動の増加につながっている点
である。例えば，事例 1 では見学者応対という対人

場面への挑戦が，事例 2 では休憩を申し出るという
自己管理行動への挑戦が，事例 3 では報連相の継続
練習が心理的に安全な環境の中で積極的に行われた
ことで，自己肯定感や自信の回復，意欲の向上に繋
がっている。

第 2 に，社会適応能力訓練（項目 1 ）や個別の就
職支援（項目 4 ），専門的技法による指導・支援（項
目 5 ）の各項目が相互に連動している点である。例
えば，ビジネスマナーの習慣化，自身の障害の理解
や受容なども，それ単体では効果が限定的であり，
日々の訓練の中であらゆる視点からさまざまな取組
を，生徒にとって適切なタイミングでアプローチす
ることが重要となる。各項目の相乗効果を意識した
指導や支援を行うことで， 生徒自身の行動が生ま
れ，定着することに繋がっている。

第 3 に，入校時において就職活動に移行可能な程
度まで病状が安定した状態にあり，自身の障害を理
解し受容を深めたいとの意欲が現れていた点であ
る。

事例 1 ～ 3 では，病状の安定と障害受容への意欲
により，小さな成功体験の積み重ねが本人の認知や
行動を変え，次の挑戦につながる循環を形成するこ
とができた。その結果，訓練や就職活動がスムーズ
に進まない状況でも，不安や困難を乗り越える力を
身に付け，就職に繋げられている。

以上を踏まえると，今後就労困難性の高い障害者
の受入れを拡大し，多様化する求職障害者のニーズ

表 2 　事例分析による訓練効果の評価

評価項目
事例

総合評価
1 2 3 4 5

1  社会適応能力訓練 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 効果が高い

2  訓練導入期の技術体験
とアセスメント ○ ○ ○ ○ ○ 一定の効果あり

3  個別指導による専門的 
技術・技能訓練 ○ ○ ◎ ○ ○ 一定の効果あり

4  個別ニーズに対応した 
就職支援 ○ ◎ ○ △ △ 効果が十分でない

ケースもある

5  専門的技法による
　 指導・支援 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 非常に効果が高い

※�表中の印は，各項目による訓練効果の高さを表す（高い順に◎→〇
→△）。
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に応えつつ，効果を最大限に高めた訓練を実施する
ためには，訓練全体を連動する 1 つの指導・支援過
程として設計し，生徒の状況や課題に応じた訓練内
容の調整や，柔軟な訓練時間の配分や延長により，
安心して取り組める環境を整備する視点が不可欠だ
と考えられる。

5 ．おわりに

冒頭で述べたように， 障害者訓練の対象は， 精
神・発達障害中心へと大きく変化しており，それぞ
れの障害特性に応じた細やかな訓練指導や就職支援
の必要性が急増している。紹介した職域開発科の実
践は，精神・発達障害者に対する職業訓練におい
て，専門技能の習得だけでなく，障害理解の促進や
社会適応能力の向上，就職支援や定着支援を一体的
に進めることの有効性を具体的に示したものといえ
る。

今後は，職域開発科で得られたノウハウを他の障
害者校や一般校とも共有することで，多様化する求
職障害者のニーズや，さまざまな障害特性に応じた
きめ細かな訓練指導と就職支援の強化，就労困難性
の高い障害者の訓練受入れ拡大に繋げたいと考えて
いる。

誰もが障害に関係なく，希望や能力に応じて職業
を通じた社会参加のできる共生社会の実現が，今後
一層進んでいくよう全力で取り組んでいきたい。
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